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１．研究計画の概要 
英国のモダニズム作家 D・H・ロレンスがヨ

ーロッパとアメリカ合衆国を舞台として書

いた『セント・モア』(1925)と当時の欧米の

アジア観やアジア表象との比較検討により

得られた洞察を出発点として、近現代英米文

学において環太平洋諸国あるいはそこに住

む人々が、欧米植民地主義・帝国主義等を背

景にどのように表象されてきたのかを文

学・思想史的に解明することにより、今後の

英米文学・文化の一層の理解、さらには環太

平洋地域における有意義な文化・社会的交流

のための視座を提供することを目的とする。 
 
２．研究の進捗状況 

本研究の出発点かつ柱である英国のモダ

ニズム作家 D・H・ロレンス（1885-1930）

の環太平洋地域を舞台とした小説に関して

の論考がまとまり、単著『D・H・ロレンス

と批評理論』の核となる部分として公表する

ことができた。以下にその概略を述べる。 

(1)『カンガルー』における群衆の概念あるい

は表象の意味と機能は、同時代の社会的言説、

とりわけイギリスの生理学・社会心理学者ウ

ィルフレッド・トロッターの著作との比較を

通して明白になった。すなわち、この小説に

おけるロレンスの群衆観は、優生学的社会再

編成に批判的であったフロイトの群衆観に

近いものとして位置づけられる。 

(2)『カンガルー』が一定の価値を与えていた

復讐心に駆られる群衆が、『セント・モア』

では消滅し代わりに地球を覆う悪が前景化

する。その際現れる「アジアの中心」という

表象は、これまでほとんど注目されることが

なかったが、具体的にはタタール地方を指す

可能性が高いことを実証した。さらに、この

「アジアの中心」が悪の起源として表象され

ていることに注目し、当時の英米における黄

禍や汎モンゴル主義への危機感と『セント・

モア』が密接に関わっていることも解明した。 

(3)ナチズムやポストコロニアリズムも視野

に入れつつ、『羽毛の蛇』における性の表象

をミシェル・フーコーが引用した主人公ケイ

トの言葉を出発点として考察すると、必ずし

も性が無批判に肯定されているわけではな



いこと、ならびに、ロレンスもフーコー同様、

性が人々を隷属させているという洞察を有

していたことが分かった。 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 

これまでの研究成果をまとめて著書を刊行

できたことは予定通りであり、重要かつ大き

な成果であった。しかし、その出版が予定よ

り遅れたため、ロレンス以外の作家研究にも

遅れが生じているのが現状である。 

 
４．今後の研究の推進方策 

昨年度（平成 20 年度）に刊行した著書の研

究内容を海外に発信することを目指す。海外

の雑誌への投稿を視野に入れるが、雑誌の場

合には部分的な成果発表にしかならないの

で、できるかぎり多くの論考を英語でまとめ

直し、英語版の刊行を目指す。並行してロレ

ンス以外の作家の研究も当然推進したいが、

国内外の最新の研究成果を踏まえたうえで

の海外発信が優先されるべきであると考え

る。 
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